
浅間山の風景に書き込まれた
歴史を読み解く

早川由紀夫

2015年10月10日＠長野原町山村開発センター



浅間山の地質図は、
おおむね４色で塗り分けられる

• 江戸時代（1783年）の噴火 赤色～黄色

• 平安時代（1108年）の噴火 黄緑色

• 1万5800年前の噴火 ピンク色

• 2万4300年前の崩壊 青色



観察事実

• 大きな噴火がつくった地層は、浅間山から遠
いところに分布する。

• 大きな噴火は、古い。



解 釈

1. 浅間山から遠いところは、最近の噴火災害
を受けていない。

2. 浅間山は、昔は大きな噴火をしたが、いま
は小さな噴火しかしない。

3. 大きな噴火はめったに起こらない。小さな噴
火は頻繁に起こる。



初夏の浅間山

2006年5月3日



晩秋の浅間山

2007年11月14日



上空200mから見た六里ヶ原

2015年7月22日



2015年9月23日



2004年9月17日

読売新聞社



2004年9月3日 2006年10月28日

2008年8月15日 2015年9月23日



4年前に山火事を経験した山肌に、

クロマメノキ、ミネズオウ、ガンコウラ
ンが旺盛に繁殖している。2年前はク

ロマメノキばかりだったが、ミネズオ
ウとガンコウランも復活した。群落の
緑の隙間に、4年前の山火事で枯死
した灰色の植物体がみえる。

2004年9月1日 山火事
2008年8月15日 観察



2015年9月23日2008年8月15日

2006年10月28日2004年9月3日



A 1783年 M4.5

• 鬼押出し溶岩は8月2日に流れ出した。8月4日の
吾妻火砕流に覆われている。

• 鎌原事件は柳井沼から8月5日に発生した熱雲と
土石なだれからなる。

50 cm



空から見た鬼押出し溶岩



地上から見た鬼押出し溶岩と吾妻火砕流



柳井沼



鬼押出し溶岩を
覆う吾妻火砕流



鬼押出し溶岩を覆う吾妻火砕流
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鬼押出し溶岩
の向こう側



鎌原村は土石なだれに襲われた。



鎌原石は鬼押出し溶岩だった。



B 1108年 M5.1

• 4週間をはさんで2回

• 2万人

50 cm



追分火砕流



追分キャベツ



追分火砕流の上には
学校がたくさんある。



藤原宗忠の『中右記』 天仁元年
• 八月二十日（1108.9.28）「近曽天下頻鳴動、若依何祟所
致哉」

• 八月二十五日（10.3）「寅卯時許、東方天色甚赤」

• 九月三日（10.11）「天晴、早旦東方天甚赤、此七八日許
如此、誠為奇、可尋知歟

• 九月五日（10.13）「近日上野國司進解状云、国中有高山、
稱麻間峯、而從治暦間（1065-1069）峯中細煙出來。其後
微々成、從今年七月二十一日（8.29）猛火燒山峯、其煙
屬天沙礫滿國、【火畏】燼積庭、國内田畠依之已以滅亡、
一國之災未有如此事、依希有之怪所記置也。」

• 九月二十三日（10.31）「今日午時許有軒廊御卜、上卿源
大納言、俊、上野國言上麻間山峯事」



藤原忠実の『殿暦』 嘉承三年八月

• 十八日（1108.9.26）、乙未、天晴、丑剋許東
北方有大鳴、其聲如大鼓、夘時従院左衛門
尉頼、来云、御使、此鳴如何、余申奇由了、
午剋許聲又同

• 廿日(9.28)、丁酉、天晴、（中略）天下鳴事有
御卜



浅間山の1108年噴火推移と宮中の出来事

• 8月29日（七月二十一日）Ｂスコリア下部（高崎へ）

• 8月30日 追分火砕流（大笹と追分へ）

• 9月9日（八月三日）鳥羽天皇即位。嘉承を天仁に改元

• 9月26日から10月11日まで（八月十八日から九月

三日まで）Ｂスコリア上部（中之条、日光戦場ヶ原
へ）

• 10月13日（九月五日）浅間山噴火による被害報告が上野国から京
都に届く

• 10月31日（九月二十三日）軒廊御卜



峰の茶屋

1783年

1108年

4週間

（675年）



平原 1万5800年前 M6.5

噴火は1回、数ヵ月から数年。嬬恋軽石は夏。20万人

100 cm





カラフル火山灰上部（顕著なガリーが3層準）

嬬恋軽石
カラフル火山灰下部 平原火砕流



赤岩弁財天＠佐久

稲荷石＠中之条

岩神の飛石＠前橋

聖石＠高崎

塚原 2万4300年前

100万人

山体崩壊

100 cm

崩壊直後にプリニー式噴火



応桑の流れ山



群馬県庁

塚原土石なだれ

YP

塚原土石なだれの上に、いま100万人が住んでいる。



嬬恋湖成層

25万年前から17万年前まで、

浅間山の北に大きな湖が広
がっていた。

平原火砕流

高羽根沢



古嬬恋湖の水面は、
標高 920 mにあった。。



浅間山の噴火規模と発生頻度

M6 100億トン 1万4000年に1回 平原、（塚原）

M5 10億トン 700年に1回 1783年、1108年、290年

M4 1億トン

M3 1000万トン 350年に1回 1596年

M2 100万トン

M1 10万トン 10年に1回 2004年、1982年、1973年

M0 1万トン 2009年2月2日は2万トン

M-1 1000トン

M-2 100トン 2015年6月16日は400トン

20万人

2万人

地層として残る


